
    第3回連続国際シンポジウム 

 「古代ローマの危機管理」
 3rd International Colloquia 
"Risk Management in Ancient Rome"

3月10日（日）
京都14：00 - 18：00

於：京都大学法経第4教室（1階）
日英逐次通訳付

連絡先：九州大学大学院人間環境学研究院　都市・建築学部門建築・都市史研究室            〒819-0395  福岡市西区元岡744九州大学イーストゾーン1号館A-329
Tel: 092 - 802 - 5184（直通）　　  Fax: 092 - 802 - 5297  　　e-mail: hori@arch.kyushu-u.ac.jp　　　  HP: http://history.arch.kyushu-u.ac.jp/HAU/labo/

本国際シンポジウムは2015-18年セコム科学技術振興財団研究助成「古代ローマ
帝国の防災・防犯マネジメント」、2018-20 年基盤研究 (A)（一般）「ポンペイと
オスティア：古代ローマにみる建築術の総体としての都市と技術の大衆化」（研究
代表者：堀賀貴九州大学教授）の成果の一部として開催されるものです。

主催：九州大学大学院人間環境学研究院  都市・建築学部門 建築・都市史研究室
協賛：九州大学大学院人間環境学研究院
後援：一般社団法人  日本建築学会

趣旨説明　　　　   14:00-14:15

総論1　　　               14:15-15:00

総論2　　　             15:00-15:45

各論1 ポンペイ　    15:45-16:30

各論2 ポンペイ　     16:30-17:15

質疑応答　　             17:15-17:45

総括                            17:45-18:00

〈京都会場プログラム〉　

「都市ローマに潜む危険と恐怖：ローマに迫る一つの脅威について」
Risk and Fear in the City of Rome: A Threat to the Roman State
レイ・ローレンス　Prof. Ray Laurence　
マッコーリー大学教授（古代史）　

「古代ローマ時代の窓ガラス : その誕生および発展」
Ancient Roman Window Glass; Its birth and development

藤井  慈子　Dr. Yasuko FUJII　
イタリア在住研究者　

「かつて住宅にはドアノッカーがあった！
初期元首政における社会変化による影響の可能性としてみる
紀元後 1 世紀後半における古代ローマ住宅における
建築平面およびセキュリティの変化」
'Once There Were Knockers to Be Struck': 

Transformations in the Architectural Layout and Security of 

Roman Residential Buildings in the 2nd ½ of the First Century C.E. 

as a Possible Reflection of Social Changes under the Early Principate
エヴァン・プラウドフット　Dr. Evan Proudfoot　

博士

「オスティアの街角にみる聖なるお守りたち」
Seeking divine protection in the streets of Ostia
ジャネット・ディレーン　Dr. Janet DeLaine　
デイレクター，ウォルフソン・カレッジ・オックスフォード大学

「ポンペイ・ヘルクラネウムからオスティアへ、
防災，防犯の観点からみた都市・建築の歴史」
From Pompeii and Herculaneum to Ostia, 
History of Safety and Security

堀  賀貴　Prof. Yoshiki HORI　
九州大学教授　


